
    

 
 
 

「学級崩壊のシグナル」を見逃さないで！！ 
 

第512号で紹介した東京都小学校長会での資料を再掲します。学級崩壊という言葉が適切かどうか疑問

もありますが、こうなる前に、参考になると思いますので紹介します。（若干加工しています） 

 

 子どもからのシグナル（ＳＯＳ） 対 応 方 法 例 
   

学
級
学
級
のの
乱乱
れれ  

 

姿勢が悪い 

↓ 

落ち着きがない 

↓ 

勝手なおしゃべりが始まる 

 

※ 話の聞き方、服装の乱れ(上履きのかかと、

上着を着たまま)、忘れ物、宿題、提出物のチ

ェックを念入りに。この初期の段階で家庭と

の連携を取ることも大事。 

※ 単なる注意だけでなく温かい声かけを忘れ

ずに。 

 

 

 
 

学
級
学
級
のの
荒荒
れれ  

 

担任の指示に従わない 

↓ 

勝手に出歩く 

↓ 

学級内のもめ事が増える 

↓ 

担任の言葉の揚げ足を取る 

担任に逆らう 

 

※ 児童理解の手立て、個別指導、授業改善、

特定の子から全体に広がるのを防ぐこと。 

※ 全体に広がってしまうと、加速度的に崩れ

ていく。 

※ そのためにも学級のルールの再確認を。 

※ 教室が汚くなる。物が落ちている。が中期

から後期へのサイン。まず教室の学習(生活)

環境を整えること。 

 

 

 
 

学
級
崩
壊

学
級
崩
壊  

周りの子も反抗的な態度をとる 

↓ 

担任に対して暴言を吐く 

↓ 

授業中に物が飛び交う 

↓ 

担任だけでは収拾がつかなくなる 

 

※ 絶対に一人で抱えようとしないこと。 

※ 管理職も含めて、他の教員の応援が必要で

ある。 

※ 保護者への協力要請も躊躇しないこと。 

補助者の配置も考える。 

※ 子供との関係改善をどう図ることができる

か。 

 

 
 
大切なことは、いきなり崩壊はしない、ということです。上記のような子どもからのシグナルが

徐々に強くなってきて、ついには‥‥、となる前に。今、何が出来て、何が出来ていないのか、客

観的な観察にもとづいて、今どの段階なのかを冷静にとらえて、一つ一つ対応を。 

 もう一つ大切なことは、一人で抱えないことです。一人の力で解決できることには限界がありま

す。そのための組織、チームですので、お互いに相談し合い、力を合わせ、補い合いながら学級経

営をしてほしいと思います。 

 最後に最も大切なこと。とりもなおさず、子どもに対する愛情です。子どもは正直で敏感です。

自分はこの先生に愛されているんだ、と言う気持ちが、最後の決め手です。 

道標（みちしるべ）第 265 号 

 

平成 23 年 6 月 22 日 

校長  稲垣  達也 


